
学校番号 2003 

平成 31年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学Ⅰ 単位数 3単位 年次 1年次 

使用教科書 数学Ⅰ（数研出版） 

副教材等 4 ステップ数学Ⅰ+Ａ（数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

小テストや補充プリントなどを取り入れ、生徒の日頃の定着度を測りながら進めていく。生徒が自

ら学習しようとする機会を与えるような課題を考察する。 

数学Ａ「整数の性質」を取り入れ、「データの分析」を数学Ａで学習する。 

 

 

２ 学習の到達目標 

中学校での学習の不十分な点を補い、高等学校での学習の基礎を固め、理解させる。 

数学の見方、考え方を養うとともに、数学 A の範囲と連携させることで、論理的に考え正確に判断 

する技能を習得し、数学のよさを認識するとともに、それらを活用する態度を育てる。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 

b:数学的な見方や考

え方 
c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

授業や課題を通して、

積極的に取り組むこ

とにより、数学のよさ

を認識する。 

数学的に考察するこ

とによって、１つの見

方だけでなく、多面

的、発展的に考えたり

することを通して、さ

まざまな考え方を身

につける。 

授業では、数学的な

表現や処理する方法

などの技能を身につ

ける。 

また課題では、授業

で行ったことを自ら

取り組み、定着させ

ようとする。 

基本的な概念、原理、

法則などの理由付け

ができ、その知識を

用いて問題が解ける

だけでなく、なぜそ

うなるかが理解でき

ている。 

評
価
方
法 

・授業態度 

・小テスト 

・課題プリント 

・発問に対する反応 

・自主性 

・授業態度 

・自主性 

・課題提出率 

・授業態度 

・小テスト 

・課題プリント 

・定期考査 

・授業態度 

・小テスト 

・課題プリント 

・自主性 

・定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

第
１
章 

数
と
式 

 

 

 

 

 

 

・第１節 

多項式 

整式の加法と減法、乗法 

因数分解 

３次式の展開と因数分解 

・第２節 

実数 

根号を含む式の計算 

・第３節 

一次不等式 

絶対値と場合分け 

・第４節 

集合と命題 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○・ 

a:目的に応じてさまざまなやり方

で因数分解をしようとする。 

 大小関係を表す際に不等式で表

すことの便利さに気づき、活用

しようとする。 

 命題に取り組む過程において、

筋道を立てたものの考え方に関

心をもつ。 

b: 絶対値の値や性質を考察する

ことができ、また、新しく学ぶ

場合分けについても考えようと

する。 

命題とその対偶の真偽が一致す

ることを導く過程を考察する。

対偶を用いた証明や背理法によ

る証明の方法を考えようとす

る。 

c:式を整理した上で適当の手段に

よって、整式を計算することが

できる。 

 平方根の計算ができ、また分母

の有理化ができる。 

 数量の大小関係を不等式で表す

ことができ、解くことができる。 

 条件の否定、命題の逆、裏、対

偶を述べることができ、また対

偶を用いた証明や背理法背理法

による証明ができる。 

d: 平方根の定義や性質を理解し

ている。 

不等式の性質について理解し、

文章題や連立不等式の解法につ

いて理解している。 

集合に関する基本的な用語や記

号を知識として身に付け、解く

ことができる。 

・授業態度 

・小テスト 

・課題プリン

ト 

・自主性 

・第１考査 



１
学
期 

数
学
A 

第
３
章 

整
数
の
性
質 

 

 
  

 

 

 

 

第１節 

 約数と倍数 

 最大公約数と最小公倍数 

 整数の割り算と商および余り 

 自然数の関と素因数の個数 

 割り算の余りの性質 

 合同式 

第２節 

 ユークリッドの互除法 

 一次不定方程式 

第３節 

 𝑛
   進法 

 分数と小数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:さまざまな問題から、約数と倍

数に対する見方を拡張すること

で、性質や特徴に興味をもつ。 

ユークリッドの互除法を用い

て、最大公約数を調べてみよう

とする。 

𝑛
   進法では、普段用いる 10 進数

以外の数を知ることで、数学の視

野を広げる。 

b:最大公約数と最小公倍数の関係

について、考察することができ

る。 

最大公約数の基本定理を導く過

程を考察することができる。 

c:素因数分解することができる。 

最大公約数や最小公倍数を求め

ることができる。 

ユークリッドの互除法により、

最大公約数を求めることができ

る。 

整数の余りによる分類を用いて

問題を解決できる。 

2 元 1 次不定方程式を解くこと

ができる。 

分数を有限小数や循環小数に直

すことができる。 

2進数や 3進数を 10進数に変換

したり，10 進数を 2 進数や 3 進

数に変換したりすることができ

る。 

d: 整数の余りを分類することに

よって、余りの特徴を知る。 

2 進数や 3 進数、5 進数など新

しくでてきた進数の意味を理解

し、用いることができる。 

・授業態度 

・小テスト 

・課題プリン

ト 

・自主性 

・第 2 考査 



2
学
期 

第
２
章 

２
次
関
数 

 

 

 

 

 

第１節 

 ２次関数とグラフ 

 グラフの移動 

第２節 

 ２次方程式と２次不等式 

 放物線と直線の共有点 

 絶対値を含む関数のグラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

a:関数関係のグラフを利用して、

対称性や平行などいろいろな関

数の特徴を調べてみようとす

る。 

２次関数の最大最小に関心をも

ち、調べてみようとする。 

２次方程式の解法に関心をも

ち、いろいろな２次方程式を解

いてみようとする。 

b:関数関係をグラフで表す利点を

踏まえ、２次関数の性質につい

て考察することができる。 

２次関数の最大値、最小値の求

め方を考察することができる。 

文字が混ざっている場合の最大

値最小値を場合分けで求めよう

とする。 

不等式の解をグラフの上下関係

からとらえ、２次不等式の解法

を考察することができる。  

c:平方完成をしたのち、関数のグ

ラフを書き、最大値最小値を求

めることができる。 

グラフや最大値、最小値に関す

る条件が与えられたときの２次

関数を求めることができる。 

適当な手段によって、２次方程

式を解くことができる。 

放物線と𝑥
  軸の共有点の個数、

共有点の𝑥
  座標を求めることが

できる。 

２次不等式を解くことができ

る。 

d:関数の概念や、定義域、値域に

ついて理解している。 

２次方程式の実数解の個数を判

別する方法について理解してい

る。 

・授業態度 

・小テスト 

・課題プリン

ト 

・自主性 

・第 3 考査 

・第 4 考査 



3
学
期 

第
3
章 

 

図
形
と
計
量 

 

 

 

 

 

第 1 節 

 三角比 

第 2 節 

 三角形への応用 

 ヘロンの公式 

  

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

a:三角比に関心をもち、図形の計

量に活用しようとする。 

三角比の相互関係により、三角

比の値を求めようとする。 

正弦定理や余弦定理などが、図

形の計量の考察に有用であるこ

とに気づき、問題によって活用

しようとする。 

b:測量など、いろいろな場面で三

角比を活用することができる。 

三角比の定義から、三角方程式

を解く過程を考察することがで

きる。 

問題を把握し、正弦定理や余弦

定理、三角形の面積を活用する

ことができる。 

c:三角比を利用して、直角三角形

の辺の長さを求めることができ

る。 

鋭角、鈍角の三角比の値を求め

ることができる。 

平面図形、空間図形において、

正弦定理、余弦定理を利用して、

辺の長さや角の大きさを求める

ことができる。 

d:三角比の定義、三角比の値の求

め方について理解している。 

さまざまな問題において、三 

角比を利用して辺の長さを求め

ることができる。 

角を鈍角まで拡張した場合の三

角比について理解している。 

正弦定理、余弦定理を利用した

図形の計量を解くことができ

る。 

・授業態度 

・小テスト 

・課題プリン

ト 

・自主性 

・第 5 考査 

 

 


